
勝
山
さ
ん
が
強
制
転
勤
さ
せ
ら
れ
て

か
ら
今
年
の
七
月
で
三
年
に
な
り
ま
す
。

早
急
に
勝
山
さ
ん
を
戻
す
よ
う
に
と
各

機
関
に
要
請
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

な
か
な
か
進
展
し
ま
せ
ん
。

東
新
潟
機
関
区
分
会
で
は
『
緊
急
全
員

集
会
』
を
三
月
二
十
六
日
と
四
月
三
日
に

開
催
し
、
全
体
で
議
論
し
ま
し
た
。

分
会
で
は
具
体
的
な
行
動
を
提
起
し
全

体
が
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

分
会
で
は
、
現
場
長
へ
の
申
し
入
れ

や
上
部
機
関
へ
の
要
請
な
ど
具
体
的
な
行

動
を
職
場
で
進
め
な
が
ら
、
何
と
し
て
も

早
急
に
勝
山
さ
ん
を
職
場
へ
帰
す
よ
う
頑

張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。
ま
た
、
新
鶴
見

機
関
区
分
会
と
も
連
絡
を
密
に
し
、
各
機

関
と
も
連
携
を
強
め
な
が
ら
、
進
め
て
い

き
ま
す
。

新
鶴
見
機
関
区
分
会
で
は
、
区
長
に

対
し
て
①
転
勤
時
期
を
明
確
に
す
る
こ
と

②
現
時
点
で
帰
さ
な
い
理
由
は
何
か
。
を

支
社
へ
上
申
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
三
年
を
越
え
る
よ
う
な
時
は

分
会
と
し
て
強
い
決
意
を
持
っ
て
行
動
を

起
こ
す
旨
、
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
上
部
機
関
へ
も
要
請
を
行
な
い

ま
す
。

多
く
の
方
々
の
御
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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国
鉄
新
潟今年の新潟県中央メーデー（連合新潟）は

４月28日（土）に開催されます。県労連の『第

78回メーデー新潟県中央集会』は5月1日に開催

されます。

連合新潟は～『本来は5月1日に開催されるも

のです。ＧＷの真ん中に当たって大型連休を裂

く形となるため、以前からいろんな議論があっ

たと・・日程を変えたからこそ改めてメーデー

の意義をみんなで確認しなければなりません・・』

とありました。

メーデーは5月1日に開催することに意義があ

るのではと思いますが～あなたは・・どう感じ

ますか？



衆
院
憲
法
調
査
特
別
委
員
会
は
、
十

二
日
、
憲
法
改
正
手
続
き
を
定
め
る
『
国

民
投
票
法
案
』
の
与
党
修
正
案
を
自
民
・

公
明
両
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

与
党
修
正
案
は
①
国
民
投
票
の
対
象
を

憲
法
改
正
に
限
定
②
投
票
権
者
は
十
八
歳

以
上
（
当
面
は
二
十
歳
以
上
）
③
両
院
に

憲
法
調
査
会
を
設
置
す
る
が
、
公
布
か
ら

三
年
間
は
憲
法
改
正
案
を
提
出
、
審
査
し

な
い
な
ど
が
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

強
行
に
採
決
さ
れ
た
『
国
民
投
票
法
案
』

は
廃
案
に
追
い
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

国
労
家
族
会

東
日
本
連
合
会

第
十
八
回
総
会
開
く

三
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
東
京
・
芝

弥
生
会
館
に
於
い
て
国
労
家
族
会
東
日
本

連
合
会
の
第
十
八
回
総
会
と
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
国
労
東
日
本
本
部
・
伊
藤

委
員
長
の
情
勢
報
告
・
家
族
会
・
大
貫
事

務
局
長
の
報
告
・
山
根
法
対
部
長
の
『
Ｊ

Ｒ
東
日
本
・
係
争
事
件
一
括
和
解
と
国
労

運
動
の
展
望
』
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
婦
人
部
か
ら
『
国
労
東
日
本

婦
人
部
の
現
状
』
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
青
年
部
長
の
木
村
忠
義
さ

ん
を
迎
え
て
『
貨
物
職
場
に
お
け
る
青
年

労
働
者
の
現
状
と
課
題
』
を
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厳
し
い
職
場
の
実
態
に

つ
い
て
『
労
働
者
の
居
る
所
に
要
求
あ
り

要
求
の
あ
る
所
に
闘
い
が
あ
る
』
Ｊ
Ｒ
に

働
く
全
て
の
労
働
者
と
家
族
の
生
活
・
健

康
・
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
安
心
し
て
笑

顔
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
・
生
活
環
境

作
り
を
目
指
し
、
が
ん
ば
り
ま
す
』
と
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
『
労
働
法
制
改
悪
』
の
学
習
会

で
し
た
。
盛
り
沢
山
の
内
容
で
充
実
し
た

二
日
間
で
し
た
。

北
沢
新
会
長
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
微
力

な
が
ら
女
性
パ
ワ
ー
全
開
し
て
、
ぜ
ひ
一

歩
前
進
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
御
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
地
本
・
渡
部
書
記
さ
ん
）
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★憲法改正の国民投票に限定。

憲法改正を要する問題などの国

民投票は中長期的な検討課題。

★投票者は18歳以上。公職選挙

法、民法などの関連法令の規定

に必要な措置を講じるまで20歳

以上。

★白票等は無効とし投票総数に

算入せず。賛成が投票総数の２

分の１を超えた場合は承認。

★選管職員ら特定公務員の国民

投票運動は禁止。公務員や教育

者が地位などを利用し運動する

ことができない。ただし罰則は

設けず。

★テレビ等の有料意見広告は投

票期日前２週間は禁止。

★施行は公布から３年後、憲法

審査会は施行まで改革案の審査

は行なわない。

2005年は新潟へ、2006年は水戸への地本間交流を1クール経験させて頂きました。従来の一ヶ所での全体交流から方法を変え

てみたわけですが、良い試みだったと私は感じました。何故なら、地本間でより深く交流することにより、地方全体の活動状況

を直接肌で感じることができるからです。自分の所と照らし合わせて安心したり、励みになったり、又参考にできる事も得られ

ると思います。知らない土地へ出かけることも楽しいですし、その土地ならではの食べ物も楽しみです。全体交流よりも家族と

いっしょに参加できる人が増えると思います。

新潟の場合は、親組合が例年主催している団結ハイクに交流会の日程を合わせましたので、家族会だけでなく親組合や退職者

の方たちも参加していました。水戸の人から見ると新潟はずいぶん高齢者が多いと感じたのではないでしょうか。しかし、全体

交流会は連帯を強める意味でやはり欠かせないと思いますので、地本間交流は数年に一度の割合で実施したらどうでしょうか。

一方、迎える側の苦労や、交流する地方をどのように回すか、財政面は大丈夫か等の心配な点もあります。現職組合員の大量

退職がいよいよ始まれば、家族会の会員数も必然的に減少します。経済的にもきびしくなるでしょう。それに加え、決まった人

しか活動に参加しない現実もあります。現在は９地本全部が家族会

を組織できていますが、新潟の場合は数年先の存続が危ぶまれるよ

うな実情です。

今後、家族会はどうなるのか、あるいはどのようにしていったら

いいのか、考えると少しばかり不安がありますが、今までと同じ規

模の活動はできなくても、連合会規約にあるように親組合と緊密な

連携をとりながら、学習、交流を続けられたらと思います。
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